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課題提出
小テスト

①観点別評価

各評価の観点について以下の点数を配分し、それぞれの達成度合い（％）をＡＢＣで評価する。

努力を要する ２ ３０～　４４

努力を要する、特に低い １ 　０～　２９

Ａ ７０％～１００％

Ｂ ４５％～　６９％

Ｃ 　０％～　４４％

十分満足、特に高い ５ ８０～１００

十分満足 ４ ６５～　７９

おおむね満足 ３ ４５～　６４

単元テスト

○
◎

第３章　情報技術が社会に及ぼす影響

第２章　情報社会における法とセキュリティ

　観点　　 場面

○

◎

〇

○

○

○

第３編　コンピュータとプログラミング

第１章　コンピュータのしくみ

第２章　プログラミング

第３章　モデル化とシミュレーション

第４編　情報通信ネットワークとデータの活用

第２章　データベース

第１章　ネットワークのしくみ

授業での取組 課題への取組 小テスト

情報社会との関わりについて考えながら、問
題の発見・解決に向けて主体的に情報と情
報技術を活用し、自ら評価し改善しようとして
いる。
（３０％程度）

主体的に学習に取り組む態度

評価の方法

　知識・技能

　思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

◎ 〇
◎

高等学校情報Ⅰサポートノート（数研出版）
Python入門　プログラミングの基礎から応用まで（東京書籍）高等学校　情報Ⅰ（数研出版）

学習活動内容

科　目　の　目　標 道徳教育のねらい

○ ◎

1 2 3 4 5 6

主体的学習力 基礎力 思考・分析力 発信・表現力 自他認知・協働力

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習
活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会
に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す。

情報や情報技術においての正しい知識を
身につけ、それらを適切に活用できるよう
な資質・能力を育てる。

育てたい６つの力（資質・能力）

使用副教材

教　科  科　目 単位数 年次・コース

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解し、技
能を身に付けているとともに、情報社会と人と
の関わりについて理解している。
（４０％程度）

事象を情報とその結び付きの視点から捉
え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技
術を適切かつ効果的に用いている。
（３０％程度）

第２編　コミュニケーションと情報デザイン

第１章　情報のデジタル表現

第２章　コミュニケーション手段の発展と特徴

知識・技能 思考・判断・表現

第３章　情報デザイン

第４章　プレゼンテーション

評価の観点

単元テスト

第１章　情報とメディア

使用教科書

教　科　担　任

情報 情報Ⅰ 2 ２年次 坂本優樹

◎

◎

◎

◎

◎ 〇

〇

〇

○ ◎

◎ ○

◎

○◎

第１編　情報社会の問題解決

〇

○

○

計画実行力

◎

◎ ○

○

○

○ ○

〇

〇

○

○

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○○

◎

○

○

○

○

◎

第３章　データの分析

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

◎

○

○

○

○



情報Ⅰ　授業計画

４月 第１編　情報社会の問題解決(　/１２) 　
A　情報とは何か

B　情報源と情報の検証

C　情報とメディアの特性

D　問題解決のプロセス

A　情報社会と法規・制度

B　個人情報の適正な利活用と保護 　
C　知的財産権

D　情報セキュリティ

E　情報セキュリティ対策のための技術 

F　情報セキュリティ対策への意識

５月 A　情報技術の発展の光と影

B　情報技術の適切な活用

第２編　コミュニケーションと情報デザイン(　/１８)

第１章　情報のデジタル表現(６) A　アナログとデジタル

B　デジタル情報の表現

６月 C　文字のデジタル表現

D　音のデジタル表現

E　画像のデジタル表現

F　動画のデジタル表現

G　データの圧縮

７月 A　通信とその進展

B　マスコミュニケーションの進展

C　情報の発信とメディアの性質

８月 A　情報を表現する方法

B　ユニバーサルデザイン

９月 第４章　プレゼンテーション(３) A　プレゼンテーションとは

B　プレゼンテーションの流れと注意点

１０月 第３編　コンピュータとプログラミング(　/1５)

第１章　コンピュータのしくみ（３） A　コンピュータの構成

B　コンピュータのソフトウェア

C　コンピュータでの数値の内部表現

第２章　プログラミング（９） A　アルゴリズム

１１月 B　プログラミング言語とは

C　プログラミングの方法

A　モデル化

１２月 B　シミュレーション

第４編　情報通信ネットワークとデータの活用（２０）

１月 第１章　ネットワークのしくみ（７） A　コンピュータネットワーク

B　通信プロトコル

C　パケット通信

D　通信の信頼性

E　IPアドレスとドメイン名

F　WWWのしくみとURL

G　電子メールの送受信のしくみ　

H　情報の暗号化

２月 第２章　データベース（３） A　データベース

B　さまざまな情報システム

３月 第３章　データの分析（１０） A　データのさまざまな形式

B　データの収集方法

C　データの種類と尺度水準

D　データの分析

E　テキストマイニング

・コンピュータの基本的なしくみを理解
し、情報の表現方法と計算、扱われる
数とコンピュータの能力との関係につ
いて考えさせる。

・アルゴリズムとプログラミングの基本
を理解させて，アルゴリズムを考え、プ
ログラミングを行う過程とそれらを評価
し改善していく力を身に付けさせる。

第３章　モデル化とシミュレー
ション（３）

・モデル化とシミュレーションの基本的
なしくみを理解し、その結果をふまえて
問題を適切に解決する方法を考えさ
せる。

・データベースのしくみ、それらが社会
に果たす役割と影響を理解させるとと
もに、効果的な活用について考えさせ
る。
・データの形式に関する知識と収集，
整理，分析する方法について理解させ
て、その結果を表す方法を適切に選
択するする力を身に付けさせる。

・情報通信ネットワークの基本的な方
式やプロトコルの役割、通信の信頼性
や情報セキュリティを確保するための
方法や技術について理解させる。

第２章　コミュニケーション手段
の発展と特徴（４）

第３章　情報デザイン(５)

・プレゼンテーションの基本や注意点
を理解させ、情報デザインの考え方や
方法を表現する技能を身に付けさせ
る。

単元テスト

第１章　情報とメディア(４)

第２章　情報社会における法と
セキュリティ（６）

・情報技術がもたらす社会の変化につ
いて理解し、望ましい情報社会の構築
について考えさせる。

・情報のデジタル化の基礎的な知識や
原理、表現方法、具体例などを理解さ
せる。

・コミュニケーション手段の発展につい
て理解し、情報をわかりやすく伝達す
るために、適切な情報機器やメディア
を利用する方法を身に付けさせる。

・情報デザインが果たしている役割を
理解し、情報を伝える目的や受け手の
状況をふまえた情報デザインを考えさ
せる。

実　施　状　況

単元
実施
時数

実施反省

第３章　情報技術が社会に及ぼ
す影響（２）

・「情報」とは何かを理解し、目的や状
況に応じて、情報や情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解
決する方法について考えさせる。

・情報や知的財産権などに関する法
規や制度、情報モラルにもとづいた行
動、情報セキュリティの重要性を理解
させ、情報社会において個人の果た
す役割や責任について考えさせる。

　　学　習　指　導　計　画

　
月

（時数）
単元・考査等
（配当時数）

学習のねらい
学習内容

（配当時間）

前
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
期

前
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
期

単元テスト

単元テスト


